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「あなたが おとしたのは この ぎんのおの ですか。」
「いいえ、とんでも ないです。」
「わたしが おとしたおのは そんな りっぱなおの では ありません。ふつうの てつのおの です。」
きこりが あわてて こたえると、めがみさまは また いずみの なかに きえていきました。

きんのおのと ぎんのおのを みて、なかまの きこりは とても おどろきました。
そこで、いずみで あった できごとを はなしました。
なかまの よくばりの きこりは うらやましくて たまりません。

しばらくすると、めがみさまは、
ぎんのおのを もって あらわれました。

しばらくすると、めがみさまは、
ぎんのおのを もって あらわれました。
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「あなたが おとしたのは この てつのおの ですか。」
「それです。それです。そのおのです！」
「ありがとうございます。これで また しごとが できます！」
きこりは よろこんで めがみさまに おれいを いいました。

めがみさまは にっこり ほほえんで いいました。
「あなたは しょうじきもの ですね。ほうびに きんのおのと ぎんのおのを ぜんぶ あげましょう。」
きこりは、めがみさまから いただいた おのを もって むらに かえりました。

きこりは あわてて、いずみに むかって さけびました。
「ごめんなさい。もう うそは つきません。また でてきて ください。」
きこりは なんども あやまりましたが、もう めがみさまが でてくることは ありませんでした。

むかし むかし、あるところに まずしい きこりが すんでいました。
きこりは、まずしい くらしを していましたが、まじめで はたらきもの でした。
きょうも、あさから いっしょうけんめい きを きって いました。

つぎに でてきた めがみさまは、
ふるびた てつのおのを もっていました。
つぎに でてきた めがみさまは、
ふるびた てつのおのを もっていました。

よくばりな きこりは、
きんのおの、ぎんのおのを 
もらえない ばかりか、
じぶんのおの さえも 
うしなって しまいました。

よくばりな きこりは、
きんのおの、ぎんのおのを 
もらえない ばかりか、
じぶんのおの さえも 
うしなって しまいました。
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「あなたが おとしたのは この きんの おのですか。」
めがみさまが きくと、
「そうです。そうです。それが わたしの おの です！」 
よくばりの きこりは おおよおろこびで いいました。

いずみは とても ふかくて、おのを さがすことも できません。
「ああ、どうしよう…。」
「こまったなあ。おのが ないと しごとが できない…。」
きこりは すっかり こまって しまい、とほうに くれて しまいました。

きこりは、すぐに いずみの ところまで やってきました。
「よしよし、この いずみだな。」
きこりは、もってきた じぶんの おのを いずみのなかに なげこみました。
ふるい てつのおのは、すぐに いずみの なかに しずんで しまいました。

「あなたが おとしたのは この きんのおの ですか。」
「いいえ、ちがいます。」
「わたしのおのは そんな りっぱな おのでは ありません。」
きこりが くびをふると、めがみさまは いずみの なかに きえていきました。

「わかものよ。どうしたのですか。」
めがみさまが たずねました。
「たいせつな おのを みずの なかに 
 おとして しまったのです。」
きこりが こたえると、めがみさまは、
キラキラ ひかる きんのおのを 
さしだしました。

しばらくすると、いずみのなか から 
めがみさまが あらわれました。
て には、キラキラ ひかる 
きんのおのを もっています。

しばらくすると、いずみのなか から 
めがみさまが あらわれました。
て には、キラキラ ひかる 
きんのおのを もっています。
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「よし、もう ひといきだ。」そのときです。
きこりが ふるびた おのを ふりあげた ひょうしに、おのが スポッと てから はなれ、
いずみの なかに おちて しまいました。
「しまった！」    

すると、めがみさまは きゅうに おこった かおをして きこりを にらみつけました。
「あなたは よくばりで うそつき ですね！　うそつきに わたす おのは ありません！」
めがみさまは、おこって いずみのなかに すがたを けして しまいました。
「しまった。まずいことを して しまった…。」

しばらくすると、いずみのなか から ブクブクと おとがして、すいめんが うずまき はじめました。
すると、なんと いずみのなか から めがみさまが あらわれたのです。
きこりは びっくりして しまいました。

「ああ、こまった。こまった。たいせつな おのを おとしてしまった。」
よくばりな きこりは おおきな こえで うそなきを はじめました。


